


歴
史
書
で
あ
る
。

②

『
本
朝
通
鑑
」
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
藤
實
氏
に
よ
る
論
文
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
ま
本
論
述
に
あ
た
り
、
必
要
な
範
囲
で
先
行

研
究
の
論
点
と
問
題
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
幕
府
の
支
援
に
よ
り
全
国
か
ら
古
文
書
を
収
集
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
出

③

典
を
明
記
し
な
い
こ
と
や
史
料
批
判
の
未
熟
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
歴
史
的
事
実
に
道
徳
的
批
判
を
加
え
よ
う
と
す
る
立
場
が

④
⑤

見
い
だ
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
不
徹
底
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
い
は
、
『
本
朝
通
鑑
』
が
官
撰
の
歴
史
書
で
あ
る
こ
と
を
、
徳
川
幕

府
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
理
陶
さ
れ
て
き
た
。

総
じ
て
『
本
朝
通
鑑
』
の
持
つ
官
撰
の
歴
史
書
と
し
て
の
性
格
を
、
『
本
朝
通
鑑
』
内
部
に
お
け
る
羅
山
と
鴬
峯
の
個
別
の
歴
史
叙
述
の

解
釈
に
反
映
さ
せ
ず
に
読
ま
れ
て
き
た
。
「
本
朝
通
鑑
」
の
編
纂
は
林
羅
山
（
一
五
八
三
～
一
六
五
七
）
と
林
鴬
峯
（
一
六
一
八
～
一
六
八

○
）
の
親
子
の
二
代
に
わ
た
る
事
業
で
あ
る
が
、
両
者
の
差
異
に
着
目
さ
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
「
本
朝
通
鑑
」
の
草
稿
を
用
い
る
こ
と
で

一
・
は
じ
め
に

『
本
朝
通
鑑
』
は
神
代
か
ら
慶
長
一
六
年
（
一
六
二
）
ま
で
を
扱
っ
た
漢
文
体
の
編
年
史
で
あ
る
。
「
本
朝
通
鑑
首
巻
」
二
巻
、
「
本
朝

通
鑑
提
要
」
三
○
巻
、
「
本
朝
通
鑑
附
録
」
五
巻
、
「
本
朝
通
鑑
前
編
」
三
巻
、
「
本
朝
通
鑑
」
四
○
巻
、
「
続
本
朝
通
鑑
」
二
三
○
巻
か
ら
成

り
、
全
て
三
一
○
巻
で
あ
る
。
本
邦
で
は
「
六
国
史
」
以
降
の
正
史
を
欠
い
て
い
る
と
い
う
認
識
の
下
、
将
軍
の
命
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た

林
家
の
学
術
と
歴
史
書
の
編
蟇

①

タ
ケ
ダ
ユ
ウ
キ

武
田
祐
樹
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⑦

羅
山
か
ら
鴬
峯
へ
の
展
開
を
認
め
よ
う
と
す
る
研
究
が
現
れ
た
。

従
来
、
『
本
朝
通
鑑
』
は
史
学
史
の
視
点
か
ら
論
じ
ら
れ
る
一
方
で
、
『
本
朝
通
鑑
』
自
体
の
編
纂
目
的
や
意
図
に
対
す
る
十
分
な
検
討
が

行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
林
羅
山
や
林
驚
峯
の
学
術
に
つ
い
て
、
彼
ら
が
幕
藩
体
制
下
に
お
い
て
担
っ
て
い
た
役
割
と
の
関
連
か
ら

論
じ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
十
分
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
『
本
朝
編
年
録
』
や
『
本
朝
通
鑑
』
の
草
稿
や
、
鶯
峯
に
よ
る

日
記
で
あ
る
『
国
史
館
日
録
」
を
利
用
し
て
、
彼
ら
が
編
纂
し
た
歴
史
書
の
性
格
や
編
纂
過
程
に
お
け
る
苦
心
を
、
彼
ら
の
視
点
に
出
来
る

限
り
寄
り
添
っ
て
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
実
際
の
仕
事
に
即
し
て
彼
ら
の
学
術
の
特
質
を
論
じ
た
い
。

本
稿
で
は
ま
ず
『
本
朝
通
鑑
』
が
完
成
す
る
ま
で
の
経
緯
を
追
跡
す
る
。
次
に
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
の
方
針
や
そ
の
性
格
を
論
じ
た
い
。

次
に
編
纂
過
程
で
生
ま
れ
た
草
稿
と
最
終
的
に
幕
府
に
献
上
さ
れ
た
清
書
本
と
中
書
本
を
校
合
し
た
国
書
刊
行
会
版
『
本
朝
通
鑑
」
と
を
比

較
検
討
す
る
こ
と
で
、
彼
ら
が
武
家
に
よ
る
正
史
を
編
纂
す
る
と
い
う
重
責
に
い
か
に
応
え
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
寛
永
末
年

か
ら
寛
文
後
半
と
い
う
幅
で
、
当
時
の
林
家
の
学
術
の
特
質
を
論
じ
た
い
。

二
．
『
本
朝
編
年
録
』
編
纂
の
経
緯

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
、
羅
山
は
将
軍
徳
川
家
光
か
ら
日
本
の
通
史
を
編
纂
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ
が
『
本
朝
編
年
録
』
で

⑧

あ
り
、
後
の
「
本
朝
通
鑑
」
正
編
四
○
巻
に
相
当
す
る
箇
所
で
あ
る
。
羅
山
は
神
武
天
皇
か
ら
持
統
天
皇
ま
で
の
草
稿
を
鶯
峯
に
作
成
さ
せ
、

⑨
⑩

同
年
一
○
月
一
四
日
に
献
上
し
た
。
こ
の
際
に
『
本
朝
編
年
録
』
の
首
巻
と
し
て
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
が
併
せ
て
献
上
さ
れ
た
。
こ

の
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
は
神
武
天
皇
か
ら
後
西
天
皇
ま
で
の
天
皇
の
系
図
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
『
本
朝
編
年
録
」
草
稿
に
付
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
『
本
朝
編
年
録
』
で
は
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
宇
多
天
皇
以
降
の
歴
史
に
対
す
る
、
羅
山
の
見
解
が
窺
い
う
る
。

⑪

そ
の
後
、
羅
山
は
文
武
天
皇
か
ら
嵯
峨
天
皇
弘
仁
六
年
三
月
ま
で
の
草
稿
を
林
読
耕
斎
（
一
六
二
四
～
一
六
六
一
）
に
作
成
さ
せ
る
。
読
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三
．
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
の
経
緯

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
一
○
月
三
日
、
鴬
峯
は
酒
井
忠
清
を
通
し
て
将
軍
徳
川
家
綱
か
ら
、
途
絶
し
た
『
本
朝
編
年
録
』
編
纂
を
再
開

．
⑮

す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
、
「
編
集
条
目
」
数
十
件
を
開
陳
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
か
ら
お
よ
そ
一
年
半
の
間
、
何
ら
具
体
的
な
進
展
を
見
な
い

ま
ま
寛
文
四
年
に
至
り
、
鴬
峯
は
酒
井
忠
清
に
『
本
朝
編
年
録
』
の
編
纂
が
進
ま
な
い
原
因
を
詰
問
さ
れ
る
。
鴬
峯
は
史
料
・
人
材
・
資
金

の
不
足
を
訴
え
、
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
を
引
き
合
い
に
出
し
て
幕
府
か
ら
の
協
力
が
な
け
れ
ば
達
成
困
難
な
事
業
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
る
。

だ
が
、
酒
井
忠
清
は
笑
う
ば
か
り
で
、
鴬
峯
の
訴
え
を
聞
き
入
れ
よ
う
と
し
な
い
。
ひ
と
ま
ず
編
纂
事
業
を
監
督
す
る
奉
行
を
選
定
す
る
こ

⑯

と
が
決
ま
る
。
同
年
八
月
二
一
日
、
幕
府
か
ら
資
金
が
供
出
さ
れ
筆
吏
ら
が
雇
わ
れ
る
こ
と
に
決
ま
る
が
、
鴬
峯
は
不
満
の
色
を
露
わ
に

、
一

す
る
。
ま
た
も
「
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
を
前
例
と
し
て
引
き
、
動
員
で
き
る
人
員
が
そ
の
時
の
半
分
に
も
満
た
な
い
と
言
い
、
こ
れ
で
は
寡

兵
で
城
攻
め
を
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
例
え
、
こ
の
事
業
に
自
分
の
精
力
は
尽
き
、
死
ぬ
と
ま
で
言
う
。
さ
ら
に
、
酒
井
忠
清
が
冗
談

と
し
て
受
け
取
っ
た
と
見
る
や
、
さ
ら
に
こ
れ
は
冗
談
で
は
な
い
と
念
を
押
す
。
こ
の
時
は
阿
部
忠
秋
が
取
り
成
す
が
、
鴬
峯
の
顔
色
は
そ

の
場
に
い
た
者
全
員
が
驚
か
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
よ
う
な
有
り
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
翌
日
、
鴬
峯
は
酒
井
忠
清
宅
に
赴
い
て
前
日
の
非
礼

を
詫
び
る
が
、
次
第
に
感
情
が
昂
っ
て
き
た
の
か
、
自
分
一
人
が
生
き
て
い
れ
ば
ど
ん
な
に
遅
れ
て
も
『
本
朝
編
年
録
』
は
完
成
す
る
が
、

も
し
自
分
が
死
ん
で
し
ま
え
ば
他
の
者
が
何
人
い
よ
う
と
完
成
し
な
い
だ
ろ
う
と
言
い
出
す
。
す
る
と
、
よ
う
や
く
酒
井
忠
清
が
「
吾
必
不

耕
斎
が
眼
病
を
患
っ
て
編
纂
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
、
代
わ
り
に
羅
山
が
筆
を
執
り
、
淳
和
天
皇
ま
で
の
草
稿
を
羅
山
自
身
が

⑫

作
成
し
て
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
に
献
上
し
た
。
淳
和
天
皇
か
ら
宇
多
天
皇
ま
で
は
侍
史
に
草
稿
を
作
成
さ
せ
て
羅
山
が
こ
れ
を
監
督

⑬

す
る
と
い
う
体
制
を
布
い
た
が
、
細
か
い
所
ま
で
監
督
の
目
が
行
き
届
か
ず
、
宇
多
天
皇
ま
で
を
最
後
に
『
本
朝
編
年
録
』
の
編
纂
は
途

⑭

絶
し
て
し
ま
っ
た
。

／
廷
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朝
通
鑑
」
二
三
○
巻
で
あ
る
。

⑳

庸
に
清
書
さ
せ
、
こ
（

の
編
纂
が
開
始
し
た
。

⑰
⑬

捨
子
（
吾
必
ず
子
を
捨
て
ず
）
」
と
協
力
を
確
約
す
る
に
至
り
、
同
年
一
○
月
以
降
、
史
料
収
集
の
命
が
下
り
、
『
本
朝
編
年
録
』
の
表
題

⑲
⑳

を
『
本
朝
通
鑑
』
と
改
め
、
編
纂
に
参
加
す
る
者
へ
の
月
俸
が
定
ま
り
、
人
員
が
増
加
す
る
。
ま
た
、
「
本
朝
通
鑑
条
例
」
一
六
件
を
狛
高

⑳
⑳

庸
に
清
書
さ
せ
、
こ
の
「
本
朝
通
鑑
条
例
」
を
起
筆
に
備
え
て
国
史
館
の
壁
に
貼
り
付
け
た
。
同
年
二
月
一
日
に
正
式
に
『
本
朝
通
鑑
』

⑳

修
史
活
動
が
始
ま
る
と
へ
四
人
の
撰
者
が
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
年
代
の
草
稿
作
成
を
開
始
す
る
。
撰
者
の
一
人
で
あ
る
林
梅
洞
が

寛
文
六
年
九
月
一
日
に
没
し
た
た
め
、
梅
洞
が
す
で
に
作
成
し
た
長
徳
年
間
以
降
に
つ
い
て
は
、
鴬
峯
が
草
稿
作
成
を
引
き
継
ぎ
、
寛
文
七

年
（
一
六
六
七
）
七
月
二
八
日
に
梅
洞
が
担
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
箇
所
の
草
稿
を
作
り
終
え
て
い
る
。
ま
た
、
草
稿
作
成
が
遅
れ
て
い
た

友
元
の
担
当
箇
所
に
つ
い
て
は
、
正
応
元
年
か
ら
文
保
二
年
ま
で
を
伯
元
の
担
当
と
し
て
い
る
。
梅
洞
・
驚
峯
以
外
の
撰
者
は
、
友
元
が
寛

文
八
年
五
月
二
一
日
に
、
伯
元
が
寛
文
七
年
八
月
五
日
に
、
鳳
岡
が
寛
文
八
年
八
月
一
六
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
を
終
え
、
草
稿
は
全
て

撰
者
が
草
稿
作
成
を
始
め
る
一
方
で
、
鴬
峯
は
『
本
朝
編
年
録
』
を
「
本
朝
通
鑑
」
正
編
と
し
て
体
裁
を
整
え
て
取
り
込
も
う
と
し
た
。

寛
文
四
年
一
○
月
二
二
日
、
正
式
に
国
史
館
の
活
動
が
始
ま
る
前
か
ら
『
本
朝
編
年
録
」
の
旧
稿
二
種
類
を
手
元
に
置
い
て
筆
写
さ
せ
、
一

一
月
九
日
に
こ
の
新
写
本
へ
の
加
点
を
開
始
し
、
寛
文
五
年
二
月
二
三
日
に
終
了
し
て
か
ら
校
合
を
繰
り
返
す
。
寛
文
七
年
八
月
一
二
日
に

は
清
書
本
が
成
り
、
や
は
り
寛
文
一
○
年
六
月
一
二
日
に
「
本
朝
通
鑑
」
正
編
四
○
巻
と
し
て
献
上
さ
れ
た
。

「
本
朝
通
鑑
』
編
纂
の
経
緯
を
見
る
と
、
こ
の
事
業
を
楽
観
的
に
捉
え
る
幕
府
と
、
『
本
朝
編
年
録
』
の
途
絶
を
体
験
し
、
幕
府
の
協
力
な

『
本
朝
通
鑑
』
は
一
応
の
と
こ
ろ
寛
文
一
年
六
月
一
二
日
に
献
上
さ
れ
る
が
、
こ
の
時
点
で
鳳
岡
の
担
当
箇
所
が
全
て
に
渡
っ
て
鴬
峯
の

改
正
を
経
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
元
亀
元
年
以
降
の
三
○
巻
に
つ
い
て
は
、
寛
文
一
○
年
一
○
月
一
八
日
に
献
上
さ
れ
た
。
以
上
が
「
続
本

⑳

鴬
峯
に
よ
る
改
正
を
経
る
こ
と
と
な
る
。

(4）－213－

’



し
に
は
達
成
で
き
な
い
ほ
ど
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
鴬
峯
と
の
認
識
の
相
違
が
窺
え
る
。
鴬
峯
は
『
本
朝
編
年
録
」
編
纂
途
絶
の
原
因
と
し

⑳

て
、
史
料
の
不
足
、
将
軍
家
光
と
羅
山
の
死
と
共
に
「
遺
書
難
私
求
（
遺
書
私
か
に
求
め
難
き
）
」
こ
と
も
挙
げ
て
い
る
。
『
本
朝
通
鑑
』

編
纂
た
め
に
鴬
峯
は
、
幕
府
の
支
援
の
下
に
史
料
収
集
を
行
っ
て
い
る
。
紅
葉
山
文
庫
所
蔵
和
書
の
利
用
や
、
大
名
家
や
寺
社
、
朝
廷
に
ま

で
協
力
を
求
め
た
こ
れ
ら
の
史
料
収
集
活
動
は
「
私
」
と
い
う
体
で
は
な
い
。
鴬
峯
は
『
本
朝
編
年
録
』
編
纂
時
の
幕
府
か
ら
の
支
援
が
不

十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
た
節
が
あ
り
、
そ
れ
を
教
訓
と
し
て
、
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
時
に
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

幕
府
の
支
援
を
確
約
さ
せ
る
こ
と
で
、
『
本
朝
通
鑑
』
は
『
本
朝
編
年
録
』
よ
り
も
そ
の
公
的
な
性
格
が
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

四
．
『
本
朝
編
年
録
』
お
よ
び
『
本
朝
通
鑑
』
の
草
稿

『
日
録
』
の
寛
文
一
○
年
九
月
二
九
日
の
記
事
を
見
る
と
、
『
本
朝
通
鑑
』
に
は
清
書
本
・
中
書
本
・
下
書
の
他
に
、
さ
ら
に
巻
子
本
が
一

本
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
内
の
清
書
本
と
中
害
本
は
内
閣
文
庫
が
所
蔵
し
て
お
り
、
こ
の
二
者
を
校
合
し
た
も
の
が
国
書
刊
行
会

版
の
『
本
朝
通
鑑
」
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
、
編
纂
過
程
で
生
ま
れ
た
草
稿
を
表
と
し
て
整
理
し
て
お
く
。

(5） －212－

足
利
学
校
所
蔵
本

『
本
朝
通
鑑
」
草
稿

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本

内
閣
文
庫
所
蔵
本

『
本
朝
編
年
録
」
草
稿

『
本
朝
編
年
録
』
お
よ
び

『
本
朝
通
鑑
」
の
草
稿
一
覧

五
五
巻
（
一
五
巻
分
を
欠

く
）
四
○
冊

一
巻
一
冊

一
六
巻
一
七
冊

巻
冊

「
後
白
河
天
皇
紀
」
か
ら
「
後
宇
多
天

皇
紀
」
ま
で

「
仁
明
天
皇
紀
上
」

「
神
武
天
皇
紀
」
か
ら
「
淳
和
天
皇

紀
」
及
び
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」

収
録
範
囲

冊
子
体

冊
子
体

冊
子
体

形
態

巻
子
本
を
冊
子
体
に
綴
じ

直
し
た
痕
跡

「
読
耕
斎
之
家
蔵
」
印

「
江
雲
渭
樹
」
印

そ
の
他



『
本
朝
編
年
録
』
の
草
稿
と
し
て
は
、
内
閣
文
庫
所
蔵
本
ル

６

系
図
で
あ
る
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

内
閣
文
庫
所
蔵
本
と

足
利
学
校
所
蔵
の
『
続
本
朝
通
鑑
』
は
冊
子
の
形
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
が
、
開
い
て
み
る
と
紙
と
紙
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
跡
が
残
っ
て
お

り
、
本
来
巻
子
本
と
し
て
あ
っ
た
も
の
が
後
に
手
を
加
え
ら
れ
て
冊
子
の
形
態
と
な
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

内
閣
文
庫
と
国
会
図
書
館
の
所
蔵
本
か
ら
は
羅
山
の
時
点
で
の
『
本
朝
編
年
録
』
の
状
態
が
窺
え
、
足
利
学
校
所
蔵
本
か
ら
は
『
本
朝
通

鑑
』
編
纂
の
最
初
期
の
草
稿
の
様
子
が
窺
え
る
。
こ
れ
ら
と
最
終
的
に
献
上
さ
れ
た
清
書
本
・
中
書
本
を
校
合
し
た
国
書
刊
行
会
版
の
『
本

朝
通
鑑
』
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
『
本
朝
通
鑑
』
が
成
立
す
る
過
程
で
い
か
な
る
改
正
を
経
た
の
か
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。

五
．
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
方
針
と
官
撰
の
歴
史
書
と
し
て
の
性
格

「
本
朝
通
鑑
条
例
」
は
『
本
朝
通
鑑
』
編
纂
初
期
の
鴬
峯
の
方
針
を
示
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は
早
く
も
「
六
国
史
」
以
降
の
正
史
の
欠
落

（
第
一
条
）
と
そ
れ
を
補
う
史
料
の
不
足
（
第
一
六
条
）
や
、
延
喜
以
降
の
藤
原
氏
の
専
横
か
ら
院
政
、
そ
し
て
保
元
以
後
武
家
へ
と
政
権

が
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
（
第
六
条
）
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
に
最
後
に
挙
げ
た
政
権
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
こ
そ
が
国
家
の
移

り
変
わ
り
で
あ
っ
て
、
筆
を
取
る
者
は
知
ら
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。

六
五
四
～
二⑳

た
の
で
あ
る
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
『
本
朝
編
年
録
」
草
稿
は
「
本
朝
通
鑑
」
正
編
に
お
い
て
は
第
二
五
巻
に
相
当
す
る
が
、
中
身
を
見
る
と
巻
首

に
「
本
朝
通
鑑
第
二
十
三
巻
」
と
書
し
て
あ
り
、
そ
の
脇
に
あ
る
張
り
紙
の
下
に
は
「
本
朝
編
年
録
巻
之
十
七
」
と
透
け
て
見
え
る
。
こ
れ

は
『
本
朝
編
年
録
」
が
『
本
朝
通
鑑
』
へ
と
組
み
込
ま
れ
て
ゆ
く
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
鴬
峯
は
自
身
と
、
読
耕
斎
の
子
林
春
東
（
一

六
五
四
～
一
六
七
六
）
が
所
持
し
て
い
た
旧
本
の
書
体
を
正
し
て
筆
写
さ
せ
、
『
本
朝
編
年
録
』
を
「
本
朝
通
鑑
」
正
編
と
し
て
取
り
入
れ

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
が
存
在
す
る
。
内
閣
文
庫
所
蔵
本
に
は
、
天
皇
の
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編
纂
が
実
際
に
始
ま
る
以
前
か
ら
、
鴬
峯
は
『
本
朝
通
鑑
』
が
公
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
を
自
覚
し
て
お
り
、
武
家
が
権
力
を
握
っ
て
ゆ

く
歴
史
の
変
遷
を
重
視
し
て
い
た
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
実
事
に
依
拠
し
て
直
書
す
る
と
い
う
方
針
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、

後
々
鴬
峯
が
頭
を
悩
ま
す
こ
と
に
な
る
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の
東
西
両
立
や
南
北
朝
期
の
正
閏
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時

点
で
は
は
っ
き
り
と
は
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
鴬
峯
が
明
確
な
方
針
を
持
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

編
纂
が
始
ま
っ
て
間
も
な
い
寛
文
四
年
二
月
二
八
日
、
鴦
峯
が
徳
川
光
圀
を
訪
ね
る
と
、
光
圀
か
ら
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の
東
西

両
立
や
南
北
朝
期
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
を
正
統
と
す
る
か
を
正
面
か
ら
尋
ね
ら
れ
る
。
鴬
峯
は
自
分
が
は
っ
き
り
と
し
た
方
針
を
持
っ
て
い

な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
『
本
朝
編
年
録
」
の
時
を
振
り
返
り
、
羅
山
が
そ
の
問
題
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
た
こ
と
に
触
れ
る
。
大
友
皇
子

と
大
海
人
皇
子
に
つ
い
て
、
羅
山
が
大
友
皇
子
を
天
皇
の
一
人
に
数
え
な
か
っ
た
の
は
上
覧
の
書
、
す
な
わ
ち
将
軍
に
献
上
す
る
書
で
あ
っ

⑳
⑳
＠

た
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
そ
の
後
、
草
稿
の
作
成
が
進
み
、
改
正
を
行
う
に
つ
れ
て
、
段
階
的
に
鴬
峯
の
考
え
も
進
み
、
安
徳
天
皇
と
後

鳥
羽
天
皇
の
東
西
両
立
や
南
北
朝
期
に
つ
い
て
、
巻
首
に
二
人
の
天
皇
を
掲
げ
、
先
帝
・
新
帝
と
い
う
表
記
に
よ
っ
て
軽
重
を
問
わ
ず
に
済

む
よ
う
に
処
理
す
る
と
い
う
方
針
を
固
め
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
鴬
峯
が
固
め
た
方
針
は
「
続
本
朝
通
鑑
序
」
や
「
本
朝
通
鑑
凡
例
」
三
十

⑳

ま
た
、
「
本
朝
通
鑑
条
例
」
を
国
史
館
の
壁
に
貼
り
付
け
た
日
の
記
事
に
は
、
野
間
三
竹
と
の
対
話
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
『
本
朝

通
鑑
」
を
朱
子
の
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
に
倣
っ
て
は
ど
う
か
と
勧
め
る
三
竹
に
対
し
て
、
鴬
峯
は
そ
の
つ
も
り
が
な
い
こ
と
を
告
げ
る
。
理

由
と
し
て
は
、
日
本
の
歴
史
に
つ
い
て
は
公
言
し
難
い
こ
と
が
あ
る
点
、
正
邪
の
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
が
あ
る
点
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。

だ
が
、
『
本
朝
通
鑑
」
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
あ
く
ま
で
個
人
的
な
著
作
と
し
て
『
資
治
通
鑑
綱
目
』
に
倣
っ
た
歴
史
書
を
編
み
た
い
と
も⑳

述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
鴬
峯
は
『
本
朝
通
鑑
』
が
公
的
な
性
格
を
持
つ
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
宋
英
宗
の
命
令
に
よ
り
編
纂
が
行
わ
れ
た

『
資
治
通
鑑
』
に
倣
い
、
私
撰
の
歴
史
書
で
あ
苑
『
賢
治
通
鑑
網
目
』
を
取
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
本
朝
通
鑑
』

『
資
治
通
鑑
』
に
倣
い
、
私
撰
の
歴
史
書
で
あ
ｚ

は
実
事
に
依
拠
し
て
直
書
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
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羅
山
は
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
に
お
い
て
大
友
皇
子
を
天
皇
に
数
え
て
お
ら
ず
、
天
智
天
皇
か
ら
天
武
天
皇
へ
と
線
を
つ
な
い
で
お
り
、

『
日
本
書
紀
』
を
踏
襲
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
『
本
朝
編
年
録
」
に
お
い
て
は
、
壬
申
の
乱
を
「
天
武
天
皇
紀
」
で
は
な
く
「
天

智
天
皇
紀
」
に
蕊
け
て
い
る
。
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
が
壬
申
の
乱
を
「
天
武
天
皇
紀
」
に
繋
け
て
、
天
武
天
皇
が
天
皇
で
あ
る
こ
と
を
前

提
に
置
き
、
天
智
天
皇
死
後
の
争
乱
を
天
武
天
皇
の
統
治
が
始
ま
る
前
史
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
と
異
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

『
日
本
書
紀
』
で
は
壬
申
の
乱
の
最
中
で
も
天
武
天
皇
の
一
人
称
は
「
朕
」
と
な
る
。
天
武
天
皇
が
天
皇
に
な
る
べ
く
し
て
な
っ
た
正
統
な

君
主
で
あ
る
こ
と
が
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
異
な
る
立
場
を
打
ち
出
す
『
本
朝
編
年
録
」
で
は
、
当
然
異
な
る
記
述

が
行
わ
れ
る
。

「
続
本
朝
通
鑑
序
」
に
お
い
て
、
驚
峯
は
『
本
朝
通
鑑
』
を
将
軍
の
閲
覧
に
備
え
る
書
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
道
徳
的
批
判
を
加
え
た
り

⑬

し
な
い
と
述
べ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
事
に
依
拠
し
て
直
書
す
れ
ば
義
が
現
れ
る
と
言
う
。
鴬
峯
の
言
う
「
事
」
や
「
直
書
」
か
ら
、
厳

密
な
史
料
批
判
を
通
じ
て
客
観
的
な
事
実
を
導
き
だ
そ
う
と
す
る
態
度
を
見
る
の
は
近
現
代
の
人
間
の
発
想
で
あ
る
。
ま
た
、
「
義
」
と
い⑳

う
言
葉
か
ら
、
道
徳
的
価
値
判
断
を
歴
史
に
持
ち
込
も
う
と
す
る
態
度
を
見
る
立
場
に
つ
い
て
は
、
鴬
峯
自
身
が
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。

鴬
峯
は
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
幕
府
の
協
力
に
よ
っ
て
、
将
軍
と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
読
者
の
閲
覧
に
備
え
る
た
め
に
、
文
字

通
り
「
政
治
」
に
「
資
」
す
る
と
い
う
目
的
を
持
つ
「
資
治
通
鑑
』
に
依
拠
し
て
、
武
家
が
権
力
を
握
る
に
至
る
本
邦
の
変
遷
を
重
視
し
た

歴
史
書
を
編
纂
し
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
『
本
朝
通
鑑
』
の
性
格
で
あ
る
。

七
条
と
し
て
結
実
す
る
。

六
．
具
体
的
な
事
例

口
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天
武
天
皇
が
、
大
友
皇
子
の
動
静
報
告
を
受
け
て
、
近
江
朝
廷
と
戦
う
こ
と
を
決
意
す
る
場
面
で
あ
る
。
草
稿
に
お
け
る
訂
正
の
跡
を
縦

線
で
示
し
た
。
一
七
冊
本
で
は
天
武
天
皇
の
一
人
称
が
「
朕
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
「
吾
」
と
改
め
て
お
り
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』

の
記
述
に
引
っ
張
ら
れ
て
書
き
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
る
。
同
じ
く
一
七
冊
本
で
は
「
福
」
と
書
い
て
あ
る
所
を
「
禍
」
と
改
め
て
い

『
本
朝
編
年
録
』
や
『
本
朝
通
鑑
』
で
は
、
こ
の
よ
う
に
天
武
天
皇
の
一
人
称
を
「
吾
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
こ
の
時
点
で
は
天
武
天

皇
が
天
皇
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
と
と
も
に
、
大
友
皇
子
が
勝
利
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

羅
山
は
天
武
天
皇
と
大
友
皇
子
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
見
解
を
示
し
て
い
る
。

る
。
こ
れ
ら
は
、
『
本
朝
通
鑑
』
で
は
訂
正
さ
て
い
る
。

太
弟
日
。
朕
吾
所
以
譲
位
者
。
為
治
病
全
身
也
ｐ
然
今
応
承
福
禍
。
則
何
黙
亡
身
哉
。

（
内
閣
文
庫
所
蔵
一
七
冊
本
『
本
朝
編
年
録
』
、
第
五
冊
）

太
弟
曰
く
、
朕
吾
位
を
譲
る
所
以
は
、
病
を
治
し
身
を
全
う
せ
ん
が
為
な
り
。
然
れ
ど
も
今
応
に
福
禍
を
承
く
べ
く
ん
ぱ
、
則
ち
何
ぞ

黙
し
て
身
を
亡
ぼ
さ
ん
や
。

今
按
日
本
紀
。
繋
今
年
於
天
武
紀
。
然
大
友
在
朝
為
儲
君
。
則
天
命
錐
不
遂
。
其
正
統
可
有
辨
也
。

（
内
閣
文
庫
所
蔵
一
七
冊
本
『
本
朝
編
年
録
』
、
第
五
冊
）

今
按
ず
る
に
日
本
紀
は
、
今
年
を
天
武
紀
に
繋
ぐ
。
然
れ
ど
も
大
友
朝
に
在
り
儲
君
為
れ
ば
、
則
ち
天
命
遂
げ
ず
と
錐
も
、
其
の
正
統

今
按
ず
る
に
日
本
紀
は
、
今
生

辨
ず
る
こ
と
有
る
べ
き
な
り
。

(9） －208－



｜

羅
山
は
天
武
天
皇
を
正
統
な
天
皇
と
見
な
す
『
日
本
書
紀
」
の
立
場
に
対
し
て
、
議
論
の
余
地
が
有
る
こ
と
を
指
摘
し
、
壬
申
の
乱
の
時

点
で
ま
だ
天
下
の
趨
勢
が
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
、
事
実
に
拠
っ
て
歴
史
を
見
直
し
た
の
で
あ
る
。

羅
山
は
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
に
お
い
て
、
一
見
『
日
本
書
紀
』
が
示
す
立
場
を
追
認
す
る
素
振
り
を
見
せ
る
。
と
こ
ろ
が
、
壬
申
の

乱
の
顛
末
を
「
天
智
天
皇
紀
」
に
繋
け
、
そ
の
末
尾
で
天
武
天
皇
の
正
統
性
へ
の
疑
問
を
唱
え
る
と
い
う
、
実
に
周
り
く
ど
い
や
り
方
で
も

っ
て
「
日
本
書
紀
」
と
異
な
る
立
場
を
打
ち
出
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

羅
山
の
後
を
受
け
、
鴬
峯
は
『
本
朝
編
年
録
』
に
附
さ
れ
て
い
た
系
図
を
削
除
し
つ
つ
も
、
『
本
朝
通
鑑
』
に
お
い
て
壬
申
の
乱
の
顛
末

を
「
天
智
天
皇
紀
」
に
繋
け
て
、
「
天
武
天
皇
紀
」
以
前
の
大
海
人
皇
子
の
一
人
称
を
「
吾
」
と
し
て
い
る
。
羅
山
の
路
線
を
踏
襲
し
た
の

こ
の
後
を
受
け
た
鴬
峯
が
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の
い
ず
れ
を
正
統
と
す
る
か
悩
ん
だ
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
鴬
峯
は

巻
首
に
お
け
る
二
帝
の
併
記
と
先
帝
・
新
帝
と
い
う
表
記
法
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
『
本
朝
通

鑑
」
を
見
る
と
、
鴬
峯
が
自
分
で
定
め
た
基
準
に
必
ず
し
も
忠
実
で
な
い
と
わ
か
る
。

次
に
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の
事
例
を
見
た
い
。
羅
山
は
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
に
お
い
て
安
徳
天
皇
の
在
位
期
間
を
三
年
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
寿
永
二
年
（
三
八
四
）
に
後
鳥
羽
天
皇
が
即
位
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
安
徳
天
皇
か
ら
後
鳥
羽
天
皇
へ
と
位
が
移
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
元
暦
二
年
（
寿
永
四
年
）
に
海
に
没
す
る
ま
で
の
安
徳
天
皇
は
天
皇
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る

で
あ
る
。

の
で
あ
る
。

続
本
朝
通
鑑
巻
第
七
十
四
自
元
暦
元
年
三
月
至
同
年
十
二
月

弘
文
院
学
士
林
恕
撰

(10）－207－

！



足
利
学
校
所
蔵
本
第
一
七
冊
の
巻
首
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
縦
線
を
引
い
て
示
し
た
文
字
は
、
一
度
書
か
れ
た
跡
が
あ
る
も
の
の
白
く
か

す
れ
て
お
り
、
そ
の
上
か
ら
新
た
に
濃
い
墨
で
訂
正
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
書
刊
行
会
版
で
は
訂
正
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
鴬
峯
は
自
身
で
決
め
た
方
針
の
通
り
、
二
人
の
天
皇
を
対
等
に
扱
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、
巻
数
の
下
に
細
字

で
記
さ
れ
て
い
る
「
自
元
暦
元
年
三
月
至
同
年
十
二
月
」
と
い
う
表
記
の
た
め
に
、
後
鳥
羽
天
皇
の
方
に
軽
重
が
傾
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

後
鳥
羽
天
皇
を
正
統
と
す
る
意
識
が
あ
る
か
ら
か
、
一
度
元
暦
と
大
書
し
た
も
の
の
方
針
に
反
す
る
こ
と
に
気
づ
き
訂
正
し
、
元
暦
元
年
と

寿
永
三
年
を
併
記
す
る
と
い
う
改
正
の
跡
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
位
尼
平
時
子
が
安
徳
天
皇
を
抱
え
て
入
水
自
殺
を
試
み
、
そ
れ
を
建
礼
門
院
平
徳
子
が
目
撃
す
る
と
う
場
面
で
あ
る
。
「
没
」
字
は
世

尼
宝
剣
を
侃
き
、
神
璽
を
挟
み
、
帝
を
抱
き
海
に
投
ず
。
時
に
帝
八
歳
。
（
中
略
）
建
礼
門
院
太
后
、

尼
侃
宝
剣
。
挟
神
璽
。
抱
帝
投
於
海
。
時
帝
八
歳
。
（
中
略
）
建
礼
門
院
太
后
見
帝
没
海
。

辰甲

安
徳
天
皇
爪
九

後
鳥
羽
天
皇
二

元
寿
永
三
年

暦
元
暦
元
年

（
足
利
学
校
所
蔵
四
○
冊
本
『
続
本
朝
通
鑑
』
草
稿
、
第
一
七
冊
）

（
国
書
刊
行
会
版
『
本
朝
通
鑑
』
、
第
九
冊
）

院
太
后
、
帝
海
に
没
す
る
こ
と
を
見
る
。

(11） －206－



こ
れ
を
受
け
て
驚
峯
は
先
帝
・
新
帝
と
い
う
処
理
を
す
る
の
は
後
醍
醐
天
皇
ま
で
で
あ
り
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
こ
の
方
針
を
取
ら
ず
北

⑰

朝
の
天
皇
を
単
に
帝
と
呼
び
、
吉
野
の
政
権
を
南
帝
・
南
朝
と
呼
ぶ
事
で
差
を
設
け
る
と
明
言
し
て
い
る
。
「
続
本
朝
通
鑑
」
巻
第
一
三
二

の
巻
首
に
は
、
光
明
天
皇
と
後
村
上
天
皇
が
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後
村
上
天
皇
に
は
南
朝
の
二
字
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
両
者
の
間

に
は
差
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
は
「
南
朝
後
村
上
天
皇
紀
」
の
最
初
で
あ
る
た
め
、
後
村
上
天
皇
の
略
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
後

羅
山
と
鴬
峯
は
安
徳
天
皇
よ
り
も
後
鳥
羽
天
皇
に
重
き
を
置
い
た
、
だ
が
無
条
件
に
後
鳥
羽
天
皇
の
正
統
性
を
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
「
続
本
朝
通
鑑
」
の
各
巻
首
に
は
歴
代
天
皇
の
治
世
の
概
略
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
安
徳
天
皇
と
後
鳥
羽
天
皇
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て

⑮

も
実
際
の
権
力
が
平
氏
や
源
氏
に
あ
り
、
政
権
が
武
家
に
移
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
鴬
峯
は
羅
山
の
方

針
を
踏
襲
し
つ
つ
も
よ
り
角
が
立
ち
に
く
い
書
き
方
で
、
し
か
し
見
る
者
が
見
れ
ば
東
西
二
帝
に
軽
重
の
差
を
設
け
る
記
述
を
行
い
、
し
か

し
ど
ち
ら
を
立
て
よ
う
と
も
武
家
が
実
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
が
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

次
に
南
北
朝
期
に
つ
い
て
見
る
と
、
羅
山
は
「
本
朝
王
代
系
図
大
綱
」
に
お
い
て
後
醍
醐
天
皇
の
在
位
期
間
を
十
三
年
と
し
て
い
る
。
光

厳
天
皇
の
即
位
を
も
っ
て
後
醍
醐
天
皇
の
治
世
が
終
わ
っ
た
と
い
う
立
場
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
後
の
南
朝
の
各
帝
を
全
く
天
皇
と
認
め
て

い
な
い
。
後
村
上
天
皇
の
み
が
吉
野
殿
と
し
て
名
前
を
連
ね
て
い
る
が
天
皇
と
し
て
数
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
存
在
さ
え

い
な
い
。
後
村
上
元

を
去
る
と
い
う
意
味
の
「
残
」
字
に
通
じ
る
た
め
、
た
と
え
海
に
沈
む
と
い
う
意
味
で
用
い
る
と
し
て
も
不
用
意
な
表
記
法
で
あ
る
。
ま
し

⑮

て
や
、
鴬
峯
は
天
子
と
上
皇
の
死
は
「
崩
」
と
表
現
す
る
と
い
う
規
定
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
従
っ
て
「
帝
海
に
没
し

て
崩
ず
」
と
補
え
ば
そ
れ
で
す
む
と
こ
ろ
を
、
こ
の
よ
う
な
配
慮
を
欠
い
た
書
き
方
を
し
て
い
る
の
は
、
鴬
峯
が
微
意
を
表
し
て
い
る
か
ら

に
他
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
鴬
峯
は
羅
山
の
立
場
を
踏
襲
し
、
安
徳
天
皇
を
天
皇
と
認
め
て
い
な
い
こ
と
が
こ
の
箇
所
で
回
り
く
ど
く
示
さ

に
他
な
ら
な
い
。
っ
幸

●

抹
消
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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⑳

『
本
朝
通
鑑
』
が
献
上
さ
れ
る
と
、
幕
閣
た
ち
は
こ
れ
を
「
本
朝
無
双
の
大
部
」
、
「
太
平
の
盛
事
」
と
祝
福
し
た
。
「
太
平
」
と
は
徳
川

幕
府
の
実
力
で
維
持
さ
れ
て
き
た
太
平
で
あ
る
。
だ
が
、
編
纂
期
間
中
に
刊
行
の
話
が
浮
か
び
つ
つ
伽
、
こ
の
「
本
朝
無
双
の
大
部
」
は

江
戸
時
代
を
通
じ
て
写
本
で
の
み
伝
わ
り
、
出
版
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
『
本
朝
通
鑑
』
が
想
定
す
る
読
者
は
将
軍
そ
の
人
の
み
で
あ

り
、
広
く
万
人
に
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
『
本
朝
通
鑑
』
の
目
的
と
は
、
将
軍
に
た
だ
武
家
が
権
力
を
握
る
に
至
っ
た
経
緯
を

知
ら
し
め
（
拠
事
直
書
）
、
権
力
を
失
え
ば
幕
府
に
都
合
の
良
い
「
太
平
」
な
ど
崩
れ
去
っ
て
し
ま
う
こ
と
（
義
自
見
）
を
教
え
、
教
訓
と

さ
せ
る
こ
と
（
資
治
）
だ
け
で
あ
っ
た
。
羅
山
が
『
日
本
書
紀
』
と
異
な
る
立
場
を
打
ち
出
し
つ
つ
も
、
結
局
は
天
武
天
皇
を
正
統
と
し
た

の
は
天
武
天
皇
が
勝
者
だ
か
ら
で
あ
る
。
鴬
峯
が
安
徳
天
皇
よ
り
も
後
鳥
羽
天
皇
に
重
き
を
置
い
た
の
は
、
安
徳
天
皇
を
抱
え
て
い
た
平
氏

が
源
氏
に
破
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
南
北
朝
期
の
記
述
に
お
い
て
、
北
朝
が
正
統
と
さ
れ
南
朝
が
劣
っ
た
扱
い
を
受
け
た
の
も
、
そ
の
後
の
皇

重
な
態
度
で
『
本
朝
通
鑑
』
の
編
纂
を
完
遂
し
た
の
で
あ
る
。

半
部
の
「
按
ず
る
に
」
以
降
で
後
醍
醐
天
皇
の
以
降
に
つ
い
て
は
、
北
朝
系
で
そ
の
後
の
皇
統
が
続
い
た
と
い
う
推
移
を
鑑
み
て
、
北
朝
を

正
統
と
す
る
と
明
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
本
朝
通
鑑
』
に
お
い
て
は
〉
後
醍
醐
天
皇
以
降
の
南
北
朝
期
の
出
来
事
は
北
朝
に
繋
け
て

⑳

あ
り
、
単
純
に
両
朝
を
併
記
す
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
両
朝
に
差
を
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
鴬
峯
は
こ
の
南
北
朝
期
に
つ
い
て
、

⑳

結
局
の
と
こ
ろ
実
権
を
持
っ
て
い
た
の
は
武
家
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
武
家
の
時
代
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

羅
山
と
鴬
峯
に
よ
る
歴
史
書
の
編
纂
と
は
、
武
家
に
よ
る
政
権
が
生
ま
れ
て
行
く
過
程
を
、
道
徳
的
な
価
値
判
断
や
客
観
的
な
事
実
で
は

な
く
、
実
際
の
権
力
の
所
在
に
重
点
を
置
い
て
描
く
も
の
で
あ
っ
た
。
系
図
を
用
い
た
羅
山
の
明
確
さ
と
比
べ
れ
ば
、
鴬
峯
の
と
っ
た
方
針

は
椀
曲
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
鴬
峯
は
羅
山
の
時
に
修
史
事
業
が
途
絶
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
幕
府
の
支
援
を
得
る
こ
と
に
腐
心
し
、
慎

七
．
お
わ
り
に
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【
注
】

①
林
驚
峯
「
続
本
朝
通
鑑
序
」
（
『
驚
峯
林
学
士
文
集
』
、
巻
第
八
七
、
ぺ
り
か
ん
社
、
宝

②
藤
費
久
美
子
「
『
本
朝
通
鑑
」
編
集
と
史
料
収
集
Ｉ
対
朝
廷
・
武
家
の
場
合
ｌ
」
一

③
花
見
朔
巳
「
本
朝
通
鑑
考
」
（
『
本
邦
史
学
史
論
鐙
』
、
下
巻
、
史
学
会
、
一
九
三
九
年
）

④
三
浦
周
行
「
史
学
史
一
班
」
（
『
国
史
露
座
』
、
第
九
巻
、
受
験
露
座
刊
行
会
、
一
九
三
（

⑤
坪
井
九
馬
三
「
本
朝
通
鑑
に
就
い
て
」
（
『
国
番
刊
行
会
々
報
」
、
第
七
期
第
一
号
、
国
《

⑤
坪
井
九
馬
三
「
本
朝
通
鑑
に
就
い
て
」
（
「
国
番
刊
行
会
々

座
刊
行
会
、
一
九
三
○

一
九（

統
が
北
朝
系
で
移
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑰
『
日
録
」
寛
文
四
年
八
月
二
一
日
。

⑱
「
日
録
』
寛
文
四
年
一
○
月
一
日
。

⑪
「
題
本
朝
編
年
録
淳
和
紀
末
」
（
「
羅
山
文
集
』
、
巻
第
五
五
）

⑫
「
嵯
峨
天
皇
紀
賊
」
（
「
本
朝
通
鑑
」
、
巻
第
二
四
、
国
書
刊
行
会
、
一
九
一
八
年
）
に
よ
る
。
以
下
国
瞥
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
」
と
略
記
す
る
。

⑬
冒
史
館
日
違
寛
文
六
年
三
月
二
九
日
（
冒
史
館
日
録
』
、
第
二
、
続
群
番
類
従
完
成
会
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
る
。
以
下
「
日
録
」
○
年
○
月
○
日
と
略
記
す
る
。

⑭
宇
多
天
皇
ま
で
の
『
本
朝
縞
年
録
」
の
成
書
年
数
に
つ
い
て
は
正
保
年
中
説
と
慶
安
三
年
説
が
あ
る
。
詳
し
く
は
安
川
実
「
本
朝
通
鑑
の
研
究
』
（
言
躍
社
、
一
九
八
○
年
）
を
参

⑦
安
川
実
『
本
朝
通
鑑
の
研
究
』
（
言
叢
社
、
一
九
八

③
本
稿
に
お
い
て
、
地
の
文
で
は
全
て
の
天
皇
を
天
占

⑨
「
題
本
朝
編
年
録
持
統
紀
末
」
（
「
羅
山
林
先
生
文
集

⑩
「
本
朝
王
代
系
図
賊
」
（
「
羅
山
文
集
』
、
巻
第
五
五
）

⑪
「
題
本
朝
編
年
録
淳
和
紀
末
」
（
「
羅
山
文
集
』
、
巻
埜

地
の
文
で
は
全
て
の
天
皇
を
天
皇

⑥
安
川
実
『
本
朝
通
鑑
の
研
究
』
（
言
叢
社
、
一
九
八
○
年
）

⑦
安
川
実
『
本
朝
通
鑑
の
研
究
』
（
言
叢
社
、
一
九
八
○
年
）

⑯
「
日
録
」
寛
文
四
年
春
夏
之
際
。

⑮
「
日
録
』
寛
文
二
年
一
○
月
三
日
。

歴
史
書
の
編
纂
を
通
し
て
見
た
羅
山
と
鴬
峯
の
学
術
と
は
、
将
軍
と
い
う
極
め
て
限
ら
れ
た
読
者
を
対
象
と
し
た
、
徳
川
幕
府
に
よ
る

「
太
平
」
の
継
続
と
い
う
限
定
さ
れ
た
目
的
を
担
っ
て
お
り
、
こ
の
目
的
を
「
拠
事
直
書
」
、
す
な
わ
ち
権
力
の
所
在
に
重
点
を
置
い
た
歴
史

記
述
を
行
う
こ
と
で
遂
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

四
fOhも

。

と
呼
ぶ
。

両
統
紀
末
」
（
「
羅
山
林
先
生
文
集
」
、
巻
第
五
五
、
国
番
刊
行
会
、
一
九
一
八
年
）
に
よ
る
。
以
下
「
羅
山
文
集
」
と
略
記
す
る
。

年）

第
七
期
第
一
号
、
国
番
刊
行
会
、

九
七
年
）
に
よ
る
。
以
下
「
驚
峯
文
集
」
と
略
記
す
る

『
史
料
館
研
究
紀
要
』
、
三
○
号
、
一
九
九
九
年
）

一
九
一
八
年
）

I
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⑳
「
資
治
通
鑑
序
」
（
「
資
治
通
鑑
」

⑳
「
資
治
通
鑑
綱
目
序
例
」
（
修
訂

⑳
「
日
録
」
寛
文
四
年
二
月
二
諏

⑳
『
日
録
』
寛
文
六
年
六
月
六
日
。

⑫
「
日
録
』
寛
文
七
年
二
月
一
語

（
「
資
治
通
鑑
」

一
月
二
四

⑬
「
続
本
朝
通
鑑
序
」
（
『
鴬
峯
文
集
」
、
巻
第
八
Ｌ

⑭
「
本
朝
通
鑑
序
」
（
『
驚
峯
文
集
」
、
巻
第
八
七
）

巻
第
八
七

⑳
「
日
録
」
寛
文
四
年
一
○
月
晦
日
。

鳳
岡
に
つ
い
て
は
、
寛
文
九
年
五
月
二
日
か
鐸

⑳
「
本
朝
通
鑑
序
」
（
「
驚
峯
文
集
』
、
巻
第
八
七
）

⑳
「
日
録
」
寛
文
四
年
一
○
月
二
四
日
。

⑳
担
当
の
割
り
振
り
は
、
鴬
峯
長
男
の
林
梅
洞
（
一
六
四
三
～
一
六
六
六
）
が
昌
泰
か
ら
久
寿
ま
で
、
人
見
友
元
（
一
六
三
八
～
一
六
九
六
）
が
保
元
か
ら
文
保
ま
で
、
坂
井
伯
元

（
一
六
三
○
～
一
七
○
三
）
が
元
応
か
ら
正
長
ま
で
、
鴬
峯
次
男
の
林
鳳
岡
（
一
六
四
五
～
一
七
三
二
）
が
永
享
か
ら
慶
長
一
六
年
ま
で
で
あ
っ
た
。

⑳
友
元
に
つ
い
て
は
、
寛
文
七
年
八
月
一
三
日
か
ら
寛
文
八
年
五
月
二
九
日
に
か
け
て
が
、
伯
元
に
つ
い
て
は
、
寛
文
八
年
六
月
一
二
日
か
ら
寛
文
九
年
四
月
二
六
日
に
か
け
て
が
、

鳳
岡
に
つ
い
て
は
、
寛
文
九
年
五
月
二
日
か
ら
寛
文
一
○
年
七
月
二
八
日
に
か
け
て
が
、
そ
れ
ぞ
れ
草
稿
改
定
が
行
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。

⑳
『
日
録
』
寛
文
四
年
一
○
月
晦
日
。

⑲
『
日
録
』
寛
文
四
年
一
○
月
二
○
日
。

⑳
「
日
録
」
寛
文
四
年
一
○
月
二
三
日
。

⑳
『
日
録
」
寛
文
四
年
一
○
月
二
四
日
。

⑲
「
皇
運
部
」
（
国
書
刊
行
会
版
『
本

⑳
「
日
録
』
寛
文
一
○
年
六
月
七
日
。

⑨
「
日
録
』
寛
文
七
年
二
月
一
○
［

一
月
一
○
日

⑮
「
本
朝
通
鑑
凡
例
」
（
国
書
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
』
、
首
巻
）

⑳
「
安
徳
天
皇
紀
こ
（
国
瞥
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
」
、
第
八
冊
）
と
「
安
徳
天
皇
紀
八
・
後
鳥
羽
天
皇
紀
こ
（
国
番
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
』
、
第
九
冊
）

⑰
「
後
醍
醐
・
光
明
」
（
「
本
朝
通
鑑
提
要
」
、
巻
第
一
七
、
国
番
刊
行
会
、
一
九
一
八
年
）

⑬
「
光
明
天
皇
紀
三
・
南
朝
後
村
上
天
皇
紀
こ
（
国
書
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
」
、
第
一
冊
）

⑲
「
皇
運
部
」
（
国
書
刊
行
会
版
「
本
朝
通
鑑
」
、
第
二
冊
）

＊
討
蟻
要
旨

井
上
泰
至
氏
は
、
酒
井
忠
清
の
よ
う
な
幕
閣
が
林
家
の
歴
史
書
編
纂
の
狙
い
に
理
解
を
示
さ
な
か
っ
た
の
は
、
林
家
の
狙
い
が
あ
ま
り
に
も
学
術
的
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
幕

、
中
華
書
局
、
一
九
五
六
年
）

序
例
」
（
修
訂
本
『
朱
子
全
書
」
、
第
八
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
一
○
年
）

年
二
月
二
八
日
。

。
日
。

）
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府
と
し
て
は
系
図
を
明
ら
か
に
し
て
家
柄
の
格
を
上
げ
て
か
ら
武
家
儀
礼
を
定
め
る
こ
と
が
最
重
要
事
項
だ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
こ
れ
を
現
代
に
も
通
じ
る
政
治
と
文
化
行
政

の
問
題
と
受
け
止
め
て
よ
い
か
ど
う
か
、
ま
た
、
林
家
の
歴
史
番
編
纂
は
一
文
字
の
違
い
に
よ
っ
て
歴
史
の
褒
腫
を
残
し
て
い
く
、
つ
ま
り
春
秋
の
書
き
方
の
伝
統
で
あ
る
「
資
治

通
鑑
」
に
倣
っ
て
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
網
目
体
を
と
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
徳
川
光
圀
の
主
張
の
方
が
理
に
適
っ
て
お
り
、
一
字
褒
購
は
非
常
に
難
し
い
も

の
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
し
た
が
、
何
故
林
家
は
一
字
褒
既
や
「
資
治
通
鑑
」
に
拘
っ
て
書
い
た
の
か
、
と
質
問
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
発
表
者
は
、
一
点
目
に
つ
い
て
は
、
当
時

の
幕
府
に
取
り
、
系
図
を
明
ら
か
に
し
て
、
家
格
を
定
め
る
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
そ
の
通
り
で
あ
る
と
同
意
し
、
二
点
目
に
つ
い
て
は
、
光
圀
の
主
張
や
羅

山
・
驚
峰
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は
、
以
後
の
徳
川
時
代
の
歴
史
書
が
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
成
立
し
、
ど
う
や
っ
て
読
ま
れ
て
き
た
の
か
を
更
に
検

討
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
、
林
家
と
し
て
は
、
広
く
た
く
さ
ん
の
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
な
学
問
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
「
大
日
本
史
」
や

『
読
史
余
論
』
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
言
し
か
ね
る
、
と
答
え
た
。
井
上
氏
は
返
答
を
受
け
て
、
こ
の
時
期
、
林
家
に
形
式
的
に
入
門
し
た
太
平
記
関
係
の
軍
学
者
・
長
井
定
宗
が
綱
目

体
で
『
本
朝
通
紀
』
（
元
禄
ｕ
）
を
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
を
林
家
の
歴
史
書
と
比
較
す
る
と
よ
り
面
白
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
提
言
し
た
。

(
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